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氏 名 山 路 昭 彦  
（論文審査の結果の要旨） 
 
 本論文は、オンラインかつ実時間で入手可能な高頻度・高分解能なレーダ雨量計によ
る観測データを活用した実時間降雨予測システムの開発を目的として実施した研究成
果についてまとめたものであり、得られた主な成果は次のとおりである。  
１．概念モデルとして不安定場を定義している既開発の 3次元不安定場降雨予測モデ
ルに対して、3次元レーダ情報と気象庁GPVデータを併用する手法を開発している。
さらに、その手法を降雨予測システムとして組み込み、実時間での運用を可能とし
ている。 
２．Cバンドレーダと XバンドMPレーダ（Xバンド偏波ドップラーレーダ）による観測
雨量の最適な合成手法を開発し、広域にわたる高分解能・高精度なレーダデータを
得ることを可能にしている。さらに、この合成レーダ雨量を初期値とした降雨予測
システムを新たに構築し、降雨予測精度を向上させている。 
３．高頻度、高分解能な観測が可能な国土交通省の MPレーダ観測網XRAINによる観測
情報を活用することで、個々の積乱雲に対して個別に移動速度・方向、発達・衰弱
を考慮する2次元セル追跡法による降雨予測手法を新たに開発している。具体的に
は、降雨強度3mm/h以上のひと塊の領域が5km2以上の面積を有するものを降水セルと
して抽出し、降水セルを時間方向に紐付けすることで追跡を行い、各セルの重心位
置から移動方向・速度を、各セルの面積や降雨強度の変化量から発達・衰弱を予測
するものである。この手法を用いることにより、従来手法では困難であった局地的
かつ急激に発達する降雨を高精度に予測できることが示されている。  
４．近畿地域におけるXRAINを構成する5基のMPレーダの観測値から作成された、1分
間隔、水平・鉛直方向ともに格子間隔 500m、高度10kmまでの等高度面データに基づ
き、豪雨のタマゴにおける渦度、収束量、エコー頂高度差、鉛直発達速度および鉛
直積算反射強度の5種の指標と豪雨をもたらす降水セルとの関連性を明らかにして
いる。この結果にファジー理論を適用し、豪雨となる危険度を指数化して予測する
手法を開発し、的中率を従来手法より13.9%向上させている。さらに、この判別手
法に基づき豪雨の早期探知システムを構築し実時間での情報提供を実現している。 
５．30分先までの雨量予測情報を個人に直接メールで通知する「豪雨直前予測情報」
の配信システムを開発し、一般からモニターを募集し試験配信を行い、アンケート
を通じてその利用状況、有効性について明らかにしている。  
 以上のように本論文は、3次元レーダデータや気象庁GPVの降雨予測手法への有効利用
方法を示すとともに、豪雨発生メカニズムを考慮した局地的豪雨の実時間予測システ
ムを開発したものであって、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本
論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、令和２年６月２２
日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。  
 
 
